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ボストン日本語学校

 

PTA 執行部より 

退任の挨拶 
      PTA 会長 町田美穂 

完全計画型帝王切開で長男を出産し、超自然発生型自

然分娩で次男を出産した私を友達は「出産のバイリンガ

ル」と呼んでくれます。 

２００６年４月 PTA 会長に就任。同時にクラス役員選

出制度検討会が発足、私も構成メンバーの一員になりま

した。１０年以上続く懸案事項に本腰で取り組み、解決

策を探り、制度を構築する。その作業は、私にとって出

産のような体験でした。手探り状態の中、PTA 総会や職

員会議で現状問題や今後の方針を説明する時は随分緊張

したのを今でも憶えています。妊娠をして初めて他の妊

婦さんを意識したように、長年の問題を把握し始めて、

他補習校の制度に目を向けたり。検査や検診を受けるた

びに、安易な答えなどないとわかっていても、自分なり

に「命」の意味を意識せざるを得なかったように、検討

や協議が進むにつれ、制度に「公平さ」をどう反映させ

るのか、「公平とは一体何なのか」など、すぐには回答

の出ない問題に悩むようになっていました。基準や規則

を作る過程に疲れ、自分勝手な不平を言い出した時は、

随分執行部メンバーになだめられたものです。思

えば、無事、お母さんになれたのも周りの助けが

あったからこそでした。 

 ２年以上の時間をかけ、また、学校運営委員会をはじ

め、教職員の皆様、PTA 執行部、そして、多くの保護者

の皆様のご協力を得てクラス役員選出制度が制定、明文

化されました。PTA 会長を退任するにあたり、改めてご

支援くださった皆様に心より感謝申し上げます。この２

年間、日本語学校に具体的な形で貢献してくださる多く

の保護者の方々と出会い、大変有意義な時間を過ごさせ

ていただきました。本当にありがとうございました。 

２００８年度は PTA 会長に平山宗如さん（現副会長）

が就任してくださる予定です。子供達にとって母親の私

が通過点であるよう、長く続く日本語学校の歴史の上で

は、制度構築に関わった時間や関係者もまた、通過点で

しょう。どのように生まれたかにこだわることなく、ど

のように歩んでいくかに重点を置き、新しい観点から

PTA 活動を展開していただきたいと思っています。保護

者の皆様には、引き続きご支援・ご協力をお願い申し上

げます。 

 

クラス役員の皆様へ 
今年度は、希望してクラス役員になった方も増えたも

のの、初めて制度で選出された方にとっては、いろいろ

ととまどうことも多かったのではないかと思います。率

直な意見を聞けるよう、各部に分かれて小グループで試

みた年度末のクラス役員会では、「思ったより楽だった」

「やってよかった」という感想をたくさんいただき、安

心いたしました。皆さんのご協力により、今年度も無事

に終了いたします。心より感謝申し上げます。 

《２００７年度クラス役員》  
ダイヤー眞由、小田桐由美子、森みゆき、吉田忍、リン

ダマン香織、池田良子、志村佳代子、クラマージィック

藤子、重松百合、星田有人、赤津律子、大久保範子、衣

川玲子、バーナード園子、スーター祐美、シダ弘子、山

田歩美、ポーリア真由美、中野治子、ハードベック裕子、

ディラザーロ悦子、なざろ赤堀けいこ、ストーパ普美、

藪﨑仁・美雪、ヴィーシィ美香、山本和栄、広本秀樹、

金木悦子、桑原一榮、佐次阿由美、渕野由美、オーナタ

ウスキー美保子、吉田裕子、駒形禎子、小玉展子、マッ

カーシーえみ子、安田ゲンズ千絵、ロビンソン由季、浅

田久美子、ラム俊子、宮本早百合（順不同 敬称略） 
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各委員会より 

一年を振り返り 

          コーヒーベーク委員長 陳 京子 

 今年度は委員会を設けてとファンドレイジングについ

てよく話しあった年でもあり、ベーク提供者に商品価格

の５０％を材料費として還元することが実現できた年で

もありました。５０％の実現で、毎週販売開始前から長

い列を作る購入者の期待に、より応えることができ、ま

たそれが子供たちや学校の資金に大きく繋がっていきま

す。 

 インスタントコーヒーを販売していた委員会発足当初

から、今日毎年大ベークセールを開催するま

でに発展してきました。 

 コーヒー・ベーク販売は今や保護者控え室に欠かせな

いものではないでしょうか。ベーク提供者・購入者、双

方の方々の大きな理解と毎週のクラス当番・コーヒー委

員の協力があってこそ今まで無事にやってこれたのだと

思います。この貴重な資金が子供たちやご父兄の皆様、

また学校発展のために有効に使われることを強く望みま

す。一年間、皆様のご理解ご協力心より感謝申し上げま

す。ありがとうざいました。 

《２００７年度コーヒー・ベーク委員》 

沖洋子、サミュエルズ綾子、坂本（ベルステイン）智子、

サマーズ里奈、古谷佳代子、ブラドショー直美、永井美

知、スインデルしのぶ、清水弘子、新田直子、徐(謝）恵

芳、名執裕子、水野由子、山本香織、冠野靖子、春海葉

子、松岡葉子、スミス珠代、グラハムブラウン泰子、永

井洋子、陳京子（敬称略・順不同） 

 

１年を振り返って 

安全パトロール委員長 佐々木 法子 

 今年度は小学校１－２年生が廊下を走り回ることが多

く，安全パトロールを悩ませた年でした。休み時間は学

年によって遊べる場所が限られています。小学１－２年

生は中庭のみ、３年生以上が体育館とグラウンドが割り

当てられています。これは安全性を考えて分けられてい

るのですが、雨がふったり気温が低い日は外遊びができ

ないことから、小学校１－２年生の遊び場がなくなって

しまうわけです。行き場のなくなった生徒たちが廊下を

走り回っているのか、と半ば同情していましたが、どう

も天気のいい日も同じことを繰り返している様子。どう

やら中庭に行くのは面倒で、階段や見えない場所が存在

する校内の方が楽しくて走り回っているようでした。以

後、再三にわたって子どもたちには注意してきましたが、

いっこうに改善されないのは、危険という認識が薄いこ

とが原因と考えられます。小学１－２年生はまだまだ危

険に対する判断も甘くなりがちです。毎週顔がかわる安

全パトロールの当番よりも、毎日顔をみている保護者が

しっかり声をかけてあげることが必要になっています。

引き続き安全パトロールでは怪我を防ぐために声かけを

していきます。一方で、当番でなくとも知っている子が

危険な遊びをしていたら注意する勇気を保護者それぞれ

に持っていただきたいと思います。なお，毎週クラスか

ら安全パトロールの当番として参加し、自分の子供のよ

うに生徒たちを注意してくださった方々に感謝いたしま

す。引き続きボランティアではありますが、安全パトロ

ール強化のためにご協力をお願いいたします。 

《２００７年度安全パトロール委員》 
芦田敦子、池上史郎、伊藤祐紀、伊藤博子、丑丸直子、

グラハム増田陽子、小玉亮、小玉香苗、後藤理恵、小西

奈緒美、佐々木法子、笹沼寛子、敷地由紀、末野俊一、

徳王宏、徳王千恵子、名和美紀、フェイヒー紀子、牧直

樹、牧睦子、矢野紀子、矢部千尋、吉岡恵理（敬称略、

五十音順） 
 

ウエルケア委員会より 

        ウェルケア委員長 永原 園子 

 日本語学校の一年はとても短く感じられる一方、３月

のこの会報を書くにあたりこの一年を振り返ってみます

と、運動会の５月の頃が遥か彼方、まるでずっと昔のこ

との様な気もします。 

今年度保健室 FirstAid に訪れた生徒の総数は１８４

人（２月１６日現在）。一学期が圧倒的に多く８２人、

２学期６７人、３学期は３５人と幸いなことにだんだん

静かになりました。学年別ですと幼稚園年長、小１、小

２、小３が来室生徒数の３分の２を占めています。忙し

い時期、来室者の総数は、ここ数年いつも同じ様な傾向
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ですが、学校にいる間にとても具合が悪くなる、大きな

怪我で保健室常駐職員の高橋さんが青くなる、保護者が

見つからずに困るなどのケースがほとんど無く例年より

静かな一年という印象を受けました。 

 毎週土曜日の活動の他に、この一年は日本語学校にお

けるこれからの保健室FirstAidのあり方を見直す年でも

ありました。娘の先生がよく「たった３時間、されど３

時間」ということをおっしゃっていますが、その凝縮さ

れた３時間の授業はお父さん、お母さんの「宿題できた

の～！？」という家庭での叫び声があって初めて実を結

ぶのと同様、保護者の理解と協力があってはじめてこの

特殊な環境の巨大な日本語学校が安全に運営していける

のではないかと思います。保健室 FirstAid が日本語学校

の機能の一つとしてすっかり定着した今、ウエルケア委

員だけで当番をしていくのではなく、日本語学校の保護

者全体が生徒をバックアップしていくという意味から、

また特に一学期の予測がつかない忙しい土曜日に対応し

ていくためにも、クラスからの当番制度の導入をＰＴＡ

執行部と検討してまいりました。その結果、来年度から

委員会と保護者全体とで協力し合う、当番制の試行が始

まる予定です。        

 最後になりましたが、お忙しい中をぬって臨機応変に

当番を交代しながらてきぱきと仕事をこなしてくださっ

たウエルケア委員の皆様、一年間大変お世話になりまし

た。心より御礼申し上げます。 

《２００７年度ウエルケア委員》 

飯室初重、ウイルキンソンマユミ、折茂敬子、河合達郎、

河合典子、北澤和代、シェイファー宏子、渋谷(全)真里、

白木(金)真弓、寺嶋律子、所美佳子、ナイルすみえ、フ

ォワード真紀子、別府裕子、ブレイスみこ、ボウドン雪

子、ボルデイーみき、マテイオネ保子、向井志寿夫、矢

野奈保美（敬称略、五十音順） 

 

図書委員会より 

               図書委員長 森口賢一 

 今年度より図書委員長を拝命しました。ボストン日本

語図書館は、北米地区の補習校に併設されている図書館

としては蔵書数では最大規模であると聞いており、ここ

でこうして利用者のお役にたてることはその運営に携わ

る委員全員の喜びです。 

 昨年に引き続き今年も蔵書をより充実させる、という

目標をたてその到達のため努力しました。具体的には出

版からかなり年月の経過した本、損傷の激しい

本などを中心に登録からはずし、限られた書架

に新しく登録した人気の書籍を並べています。 

図書館内は多くの利用者で大変混雑するときがあります。

皆さまにご迷惑をおかけしていますが、返却と貸出をよ

り一層スムースに行えるようカウンターのレイアウトの

変更などを検討中です。 

 図書館の年間最大行事、恒例の秋のブックフェアーに

は今年も多くの方々にご来場いただきました。この収入

は蔵書充実には欠かせない財源となります。今後も定期

的にブックフェアーを計画しますので皆さまのご協力を

お願いします。 

 ところで、ブックフェアーに出品する図書のほぼすべ

て、及び図書館の蔵書の多くは日本語補習校保護者など

から頂戴する寄贈本からなります。今年度も多くの方々

から寄付をいただきました。また、日本語

図書館は保護者ボランティアの図書委員と

各学級からのクラス当番の献身的な活動な

しには到底運営はできません。 本年度は以下の図書委員

の方々の貴重なお時間をいただくことができました。こ

の場をお借りしてお礼申し上げます。今後とも日本語図

書館をよろしくお願いいたします。 

《２００７年度図書委員》 

アベイワルダナ美咲子、芥川浩子、青木昭子、青木葉子、

ブシャード広美、土肥法子、エリクソンシェリー、日向

野さと子、ホルム礼子、堀晴子、井上薫子、井上和子、

乾雅絵、ジョーバック美代子、川崎直子、ケニー美穂、

北山彰子、百済由紀恵、メイソン一美、松坂育子、マゾ

ーニエミ、三上ひろみ、モナコ奈な代、盛ゆきえ、森重

聖、長島麻子、長島久美子、根岸利孝、岡野としえ、佐

藤英子、千本松奈緒美、スナディ久美子、友成静枝、辻

尚子、上田紀子、矢島千代、山田ミカ、ヨー由美子（姓

ABC 順、敬称略） 

 そして、クラス当番としてお手伝いいただいた皆さま、

ありがとうございました。 
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おやじパワー炸裂！ 
音響記録委員長 上野 要 

この委員会の主な活動は、例年通り各種式典、行事等

に際し、音響および放送機器の設置、撤収、ビデオや写

真での記録を行うことですが、今年は，いろいろな行事

でこのおやじパワーを発揮しました。記憶に新しいとこ

ろでは、全日空の航空教室とガドガドのコンサートでは

ないでしょうか。その日は残念ながら雪の為に休校でし

たが、午後のこの行事はおこなわれました。ひとたび依

頼を受ければ万難を排して実践するという、この委員会

の真骨頂をかいま見た思いでした。 これもひとえに委員

会のお父さんたちが頑張ってくれたお陰です。例年にも

増しておやじパワー炸裂、本当にお疲れさまでした。こ

こで敬意を込めて委員の皆様を紹介します。 

《２００７年度音響記録委員》広本秀樹、後藤達也、本

山寿光、植木靖好、渋谷ひろと、村田和義（順不同、敬

称略） 
 

イベント企画委員会の活動を振り返って 
イベント企画委員会委員長 マクドナルド亜紀子 

 今年度も、豊富な企画経験を持つ力強いメンバーと、

新しい風を吹き込んでくださった新メンバーとで一体と

なって、イベントの企画、実行をして参りました。 

まず、ファンド文庫では、今年度も多くのリクエスト

を頂き、176 冊の本を図書館に入荷し、多くの方々に喜ん

でいただくことができました。セミナー企画

では、５月に「体験入学情報交換会」「SAT

情報交換会」９月に趣味のセミナー「刺し子

講座」３月に未就学児を対象にした「そらまめ文庫お話

の会」を開催いたしました。PTA の大イベント、文化祭

とタレントショーは、１０月と１月に開催。 文化祭では、

多くの保護者の皆様のボランティアに支えられ、子供達

は日本の書道や伝統的な遊び、剣道の演武やアート作品

などを楽しみました。そして、タレントショーでは、中

高生が一体となって企画、準備がなされ、多くの子供達

（大人達）が、素晴らしいタレントを披露し、盛況のう

ちに閉幕いたしました。この場をお借りして、ご協力く

ださった皆様に心より御礼を申し上げます。 

 今年度も多くの企画を無事に実行することができまし

たのは、全てにおいて快いご理解とご協力をくださった、

日本語学校の長谷川校長先生、峯本教頭先生をはじめ、

事務所の皆様、各委員会の皆様、そして、陰ながら支え

てくださった執行部の皆様のお陰と心より感謝しており

ます。本当にありがとうございました。 

私事ですが、この年度末をもって委員長を退任させて

いただくことになりました。委員会活動の一つ一つに

色々な人との出会いと学びがあり、どれも鮮やかな彩り

をもって心に残っています。この委員会の魅力は、なん

といっても、企画を通して人と人とがつながり、人が調

和することで思いがけないものが出来上がる楽しみがあ

ります。今後もイベント企画委員会の活動が、人と人と

をつなげ、皆様に喜ばれるものでありますようにお祈り

しています。 

最後になりますが、「イベ企」の皆さん。この１年本

当にお疲れさまでした。委員の皆さんの人柄、笑顔、個

性、熱意に支えられ、無事に全ての活動を終えることが

できました。至らぬ委員長ではありましたが、支えてく

ださり本当にありがとうございました。心より感謝を込

めて。 

《イベント企画委員》ファンド文庫／ラム雅美、宮本礼

子 企画／グラシア由美子、長島慶、多田くみ子、山口

ゆかり、永井美知、鶴田美香、川島未来、梅沢ゆか子、

ウールステンヒューム由紀枝、ライス明美 

 
＊お知らせ＊ 

 ２００８年度PTA役員･委員調査票回収にご協力してい

ただきありがとうございました。本年度は、在籍家庭４

４８世帯中２５５世帯（５７％）のご家庭から提出して

いただきました。この調査を基に来年度の PTA 役員・委

員が決まります。２００８年度クラス役員に選出された

方には３月末までに役員選出の通知を郵送にてお送りし

ます。 
 

2008 年度 1 学期の主な予定 
４月 ５日 入園・入学・始業式 

４月１９日 ＰＴＡ総会 

４月２６日 授業参観・学級懇談（小低・中高） 

５月 ３日 授業参観・学級懇談（幼・小高・日） 


